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Pierce (1992)は持続的農業を ( 1 )環境の質を保全したり高めたりしながら， (2)生産若の経






















カナダ中央部のオンタリオナH南部は オンタリオ ~MJ とヒユーロン~IiJJ 工リ -iliJJそしてオタワ)1に阻
まれた半島状の地域であるが， 自然条件と市場条件に恵まれて，カナダで最もi完し i1:三産性をあげ，多










し，センサス大都市地域 (CensusMetropolitan Area， CMAと1告する)としている. 1991年には人口
20万以上のCMAが17あったが， 8つは市オンタリオにあり，それだけで701.9万の人口を擁していた.
南オンタリオはケベ yク州南部とともに，カナダの経済的・社会的・政治的中心であり，大小の都市
























の市部に集 i二I~ しているはち l 表).しかし， pf;jオンタリオの農地iflfi'は504万haでカナダ全体の7.4% 
にすぎない. また， j判オンタリオのj足場の規模はカナダ全体の 3分の l校伎にすぎないが， f.交場当り
の農産物Wi;-}c窓iは12%ほどlf'iJく， J.長Jil当りの農産物!坂完訟iはま'-J3.5H¥:である j十二jオンタリオで、生産さ
れる炭産物は多様で，カナダ全体の大江の100%， タバコの90%， トウモロコシの67%，野菜や花/f'
や果樹の50~60% ，そして似や1~0*~11'， "l_iOd I勾・ J.~(j J]I:J の 30~40% ， I勾午の20%が生産されている(第 2
L;I) 
オンタリオj長企業統計 (AgriculturalStatistics for Ontario)によると， ] 992年のオンタリオ什!の農産
物で肢も販売額が多かったものは，断裂Jilで、全体の20.3%をikめ，これに16.4%の肉牛と9.3%のIJ弘
6.9%の野菜， 6.6%の花/1:・種苗， 6.2%のトウモロコシ， 5.8%の大立が続いていた.若干産物の販売
額が全体の61.4%を IJ1めていた.他方， 1991年の農業センサスによる農場娯型をみると， i有オンタ 1) 
オで最も多いのは全体の26.7% を ih める肉牛肥育農場で，これに小麦以外の殺物(主として笑JI~ りト
ウモロコシ)栽培農場の19.2%，間各j足農場の15.8%，養J不良場の6.5%，果樹・野菜栽主計(支J劫の6.3%，








1 ) Eb 1.長j坊の事{外
南オンタリオにおいて調査したi時農民場のうち，ほぽ平均的もしくはやや規模の大きい 4つの事例
の経営内容の概要を示したのが第 3表である.このうち， まずトロントの西方約100kmにあるキッチ
ナ一束交1)に位置するEbJ芝J誌を1fxり上げることにしよう. この j民J坊は 1900j~三に JJt 1:E の主主'営主の曾右主父
第1表再jオンタ 1)オ炭:業の地位 (191:1:) 
ゾ '1
:;').0:;.1 I S. 0，10 I 3.276 I 、)90I 7 

























Agricultural Statistics for Ontarioより作成
第 2表 南オンタ 1)オにおける農業経営類型7JI農場数の変化
i従業経営新型 1961ij三 19711!ミ 19761ド 1981 ijミ 19861f 19911ド
農場数 % 度初抑制以 % 2場数 % 民曲湯Ht引女i % 農場数 % ~J品数 % 
陥i終 24 .6:32 (28. 5 ) 16‘969 (26.6) 14.847 ( 22.8) 12、19:3 (18.:3) 10.525 (17.3) 9.337 (15.8) 
|主J，+.Jj巴予f 17.265 (26.5) 18.375 (27.7) 15 .990 ( 26 . 3 ) 15.736 (26.7) 
養Il手 4.441 (6.8) 4‘937 (7.4 ) 4.800 (7.9) 3守810 (6.5) 
3を鶏 3.5J.1 (4.1) 1、862 (2.9) 1.622 (2.5) 1.820 (2.7) 1.592 (2.6) 1.548 (2.6 i 
小麦t¥)奇 344 (0.4 ) 313 (0.5) 968 ( 1. 5) 691 (1.0) 720 ( 1.2) 520 (0.9) 
小麦以外の穀物栽府 4.400 (5.1) 5、187 (8.1) 13.275 (20.4) 13，791 (20.8) 13，555 (22.3) 1‘360 (19.2) 
その他の普通作物 ~l)rf 4可522 (5.2) 4、543 (7.1) l‘709 (2.6) 3.106 (4.7) 1，928 (3.2) 3，366 (5.7) 
来持j 野菜栽培 5.010 (5，8) 3、843 (6.0) 3，574 (5，5) 4，299 (6.5) 4.048 (6.6) 3，692 (6.3) 
特殊i終業 1.318 ( 1.5) 1，564 (2，5) 2.352 (3.6) 3電599 (5.4) 3.988 (6.5) 6‘928 (11. 7) 
後会経営 6.632 (7.7) 2、134 (3.4) 5.165 (7.8) 3、553 (5.4) 3‘743 (6.1) 2‘737 (4.6) 











120ha 牧草 28 
臨時 (うち5811a借地} 小変 21 
~} 1人 (29)






特官主 (41) 108h， 牧事 50 




ぽ (58) (うら j草<l:1050~iil 紋牧地 19 主主 e，~ モミ~j邑 7 
高校l.i:3人 料、地 5
B 農場経営五 1631 120ha 1士i主 12
日J (26) 1 HI地なし) 大変 ')7 





牧市 21 牛乳 251 
_1三奮術伐と十 闘 什叫一州} ミックストプレー 2 乳 '10(28) 小麦 4 牧草'五If(l)トウモロコン 33 トウモロコン

















I Q.l'! lf~ I ~Wá I施駁(械恭) 機従(合} 良外就業(年齢)
サイロ 2 トラック l 牧本側包i尭 1 H1骨三 (47) 製H
f宝物収納I市 i トラ 79- 5 ウモロコン 事~ 1 43) 手芸m12i
市会 i バルクタ/ク 1 i晶織機 1 E唱
機械収納1dl 1 内乳施鮫 i トウモロコン
作業会 1 ステーブル 収穫機 i 
クサーナー 1 プラウ : 
給sJ!随Mt 1 ディスク 1 
牧草刈l担俊 i カル，-ベータ- ') 
興~I* 目立-I!ì俊 i 
サイ口 l トラック 1 7'イスヲ l 
殺物貯磁W 2 トラクタ，¥ プうウ l 
機減収<fiW 符"t締役 l 英紙散布機 i 
作業金 11 ~;鰐随~ I 
牧草刈If.it産 i 
牧草締{包機 i 
サイロ 5 I Iラック i 牧草樹包機 1 要(65):~m婦
絞物lt7縦W 2 トラクタ 5 '1'ィスク 2 
百1急 2! I¥Jレクタンク l プラウ 2 




13-1 117 サイロ I トラ'-'ター 2 ディスク l 饗(36) スクールバ























アルフアルファを 3-6年栽指した後 2年間実rf'X.りトウモロコシを栽培し さらに 1年間j小麦を植
え，そして 2年間ミックストグレーンをす主i告するという輪{乍ブj式カfとられていた. しかし， I[iお{乍カf行





1 主屋 4 ガレージ
2 i舎 5 作業会(製材所)
3 機械収納庫 6 サイロ








1980年 2月の1¥'Jきlrv.りの1;祭の飼養手Vlニジit[数は51であったが，そのうちの搾乳午は34@[で， 1 il長以上
の米経1)主午が8ジ'1[， 1 i1支未満の子f十は]2¥}l'[であった. このほかに肉用の tfí~午が20@UJ巴有されていた.
これらはすべてホルスタイン視で、あった. この当時の搾乳午 J01'[当りの年1l¥J'1子L~I:_j;おすは 5 ‘ 900eで
あった
1980年の家族構成は，経I~主主 (33歳)と安 (29fi~) ， 2人の娘(5 j夜と 3，衣)の 4人であり，日Ijの
j払iji-に1Jんでいる父(63，夜)と経営主夫婦で、ほぼすべての良作業を行っていた.そのために多くの機
械カf使用されていた.主要なものとしては トラック 1台 トラクタ -6台 ノくルクタンクと;空宇L施
設 1式，牧草刈lrY.機と牧草右手i包機それぞれ]Éì，その他トラクターの付属 i'~fl) 111~lll など，総ft+ lll1治~[は 6 )j
ドルにのほずった. 1979年の主張販売炭産物は午才しであり， さらに乳午や子守二やtjlJl二，小麦やトウモロ
コシの売却を合めて97千ドルのキf!llY:入であったが，必要経費も78千ドルあり ， ~{J品純1!又 ÌI:t は 19千ドル
であった
]985年 7 月の 1m き ll~ りによると， 16haの{昔j也をj?やしたために，経営焼棋は122haになった. ミ y
クストグレーンの栽を中 iトしアルフアルファと小友， 'jミ1Y.りトウモロコシをそれぞれ3211aと
22haと46ha栽倍するようになった. より収去の多い作物に ilii;i~をすることによって，土地利用の集約
化カ汁まかられたわけである. t;主乳守二は 32~J'1 とわずかにかi支ったカ" 1 0l'l当り年1M]搾乳iTf:カ，'6，800eと
]979年から約15%用力1したため，牛乳生産量は地力1した.牛乳のilii各を安定させるために，オンタリ
オ什i では出荷主IJ 当主-;:をもった Jj~!J誌のみが牛乳を H~，i':Yで、きる 1(;) Eb JFtJ誌の]985年の初当量 (Quota)は，
市乳 1E1 508 f， JJIIT:7L 1 1j::82‘440 eであった.新たに割当量を砧:保するためには多くの資金が必要
なために， JJil.紋拡大は川護H~である.機械および施設については 1981年と 1983年にそれぞれ密閉サイ
ロを 1ltとず、つ導入し，さらにフィードミキサーを備えた. 1983年に父は農作業から引退し，代わって
週末と 5月から 8月までの民繁HJに学生 l人を月五月jするようになった. 1984五|三のJ1V坊の*11又入は169
千ドルで，必安統技は138千ドルであったので 手IrJ!又託は31千ドルになった.
さらに 19881~三 7 )Cjの1mきlWりによると， fIj:J也HI-i積が4ha 1首え 経営i面積は126haとなった.飼料梢
成やi除{乍方式を考慮して ] 98511三には栽1音を中止していたミ y クストグレーンを再び栽i去するように
なったj宅乳午の以数は19851fとliJじであるが， ]ジi1'[当りの年!日H~ :fUflをはさらに j引)11 して，年 II\J7 ，500 e 
となった. ]987年の*nJ!又入は172子ドルで，必安:経費は120千ドルであったので，純収益は52千ドルに
なった
1994年 7 月の IJ\J き ll~ りによると，経見地i五百ll[ は借地58ha を含めて 120ha であり， 1988年と大きく
変わっていない.ただ， Jit，:j辺のj;坑己のmIJ#iによって i持J安ーしたあるいは近J妾した民j色を{昔りることが
でき(第 3161)，刀、1;)よりも移動に時間がかからなくなった. f!iJ養乳牛は67iJJ[[でありそのうち搾乳牛
は位以でこれも 1988年とほとんど変わらないが， 1 Dl~[ 当りの搾乳量がおおよそ8 、 000e 近くまで増加
したため，搾乳i:I~l 体は治力11 している.栽培作物も牧草ーと小麦と実取りトウモロコシ，大豆と相変わ
らず多織であるが，近年実取りトウモロコシにかわって大豆の栽府Tui積が急速に拡大してきたことが











































i 主屋 5 81%舎
2 作業舎 6 サイロ
3 機械収納庫 7 長男の玉屋






1985年 7月の P農場の飼養乳牛頭数は135頭で 1980年の場合と同様であったが，搾乳牛は459J1に減
少した 1m~l当りの年間搾乳量が7 ‘ 300 eになり， 1980年から約20%増加したため，牛乳の総出荷額













であるが，搾乳牛は501:il'となり 5~l~i増加した.搾乳量ーも 8 ， 000e近くにi白羽iした.このj段J誌では，数
は多くないが高 11?i 質の子主I~: を日本やイギリスにバイヤーを通じて売却している. しかし，粗収入は
220千ドルと以前とほとんど変らず，父からj箆場をH!i;:入した!祭の代金の支払いや，機械の維持や吏新
のための資月i，臨時労働者 3人への労賃などで，必要経費が184千ドルとなり，純収益は36千ドルと











鶏と養豚と酪農を組み合わせていた. 1965年に父が経営を引き継し 1だH寺に 酪農専業になった.その
n寺Z5~j~の乳牛を飼養していた.


























1m き J!~ り調査と UJl外観察により{乍J&
(10ha)，小麦(5 ha)， ，大;l1z.りトウ





45~Hの搾乳!l二をもっ i開決経営の*1 1.11)( 入
は160千ドルで，必'}Q:経費が73千ドル
であったので，純収益は87千ドルと




























P J*=J坊の北TJ_[j15kmほどの地点にある B農場は，現在の経営主が1952年に購入したものである J.長
場部積は120haであったが当初の作付地は40haにすぎなかった. 1960年までに森林や荒地を切り開き































lil1 き l!~ り調査により作成










牧草42ha，大麦22ha，実ll~ りトウモロコシ22ha，サイレージm トウモロコシ 7 ha，放牧地 8ha，林地・
荒地17ha，宅地 2haである. B J是J誌は経営主 (63歳)と二男 (26歳)の共同経営になった. 32i)f;えの
永年雇用者が:fLil二のf日I:JHを;h:っているのは以前と同様である. 1991年8月に新しい畜舎と 2基のサイ
ロを建設し， さらに1991年と 1992年， 1993年の 3年度にわたって牛乳の出荷割当量を買い足した.そ











1954年に隊長していた40haを購入し， 1957年と]9701:/三に吉舎を改築・拡大し， ] 970年までに農地の
1音渠排水を完成させた. 1979年にはこの農場の農地は120haで 315頭の肉牛をJl~育していた.この
当時の農場の土地利用をみると，宅地や農道が2ba，林地が10ha，作付地が108haであり， fF付地に
はアルフアルファ(8 ha)，大麦(l8ha)，小麦 (27ha)，サイレージ用トウモロコシ (55ha)が栽培


































オンタリオナトiブルース半島の牧j蕩から!!?与入し， 6 -10か月間]舎飼いして， 520kε ほどになった成牛を






この農場の主要なj農業機械は， トラック]台， トラクター 3台 (105，60， 35馬力)， トウモロコシ
括種機 l 台，牧草刈収機]台，牧草掛i包機 l 台，糞)JJ~-1l:}( :;(ji機 1台，その他トラクターの付属品などで，
1979年の総評価額は830千ドルにのぼった.主要施設としては，吉舎]棟，機械格者側11線，穀物貯






模をJ47haとした. 135haの作付地では，アルフアルファ(5 ha) と大麦(J4ha)，小麦 (24ha)，サ
























小麦 (28h3)，サイレージ用トウモロコシ (20h3)，実取りトウモロコシ (22h3)，大豆 (20h3)と多
種類の作物が栽培され，相変わらず多様な作物が栽培された. 1987年の粗収入は452.4千ドル，必要
経費は3、999千ドルで 純収益は525千ドルであった.









定である. 1993年の粗収入は1，273千ドルで1987年の4分の l近くになったが，必要経費も 8分の 1
ほどになり，結局純収益は774千ドルと増加した.この農場は 1994年からこれまでの肉牛Jj~育にかわっ
て，オンタリオ州政府と契約した勺均牛の評価J (Heifer Eval uation Project)を行うことになった.








グウェルフ大学に入学し 2年間のコースを修了した後， 1970年に現在の農場を購入した. -1ヨ:Jl本35頭の




1980年 2月の1fJき取り調査によると，経営主は36践で，安が34段， 3人の子どもがし Eた.j足業労働
力は経営主と 21í設の男性永年版 j存者 l 人であった.農場HIHFt は 52h3 であり，すべて I~! 己併有地であっ





















































J4421Jlh土1 L Jt! 1"1 !l1 出214EE三L) イ農9 東齢
l i;:;;;:[ 



























2 月には繁殖府 i訓示7591'1，若制t )j~ 5ジiJt )J巴育もと
IJ不 (23kgから90kgまでのもの) 229~j'i，離乳子)J不
( l1kgから23kgまでのもの)， ほ一育子)j本 989J~iのほ
かに 5m~I の雄 IJ不を飼育していた.生後 6 か月で
95kg以上になったところで出荷する.この農場
では年1-¥]:;:r~H:) でほ)J訴は 2.2 1ill出産し， 11m に]0-




















1994年になると経営主 (50歳)と姿 (47歳)を，大学生の長男 (20歳)は夏休みに，高校生の二男
(17歳)と三男(15歳)は毎日 1[!寺院jほどずつ豚の給自lj:を手伝うようになった J支持地ITI績は52haと
変わらず， 36ha の実rl~ りトウモロコシと 8 ha の冬小麦を栽培したが，繁殖用 HJ)誌が8591~ に I唱えた.
1986i三に飼料のミキサーとグラインダーを買しサ呉え， 1989年には放水式のn~H話機， ]993年にilj主トラッ
116 
1 9 8 5 ~手
1 994年
F-i ヨコ宅地 oトウモロコシ囚ノト麦 巨コ林地荒地
1 主l室 2 機械J!糊情Z
」 九 ~、--=-J 3.4 事舎 5 糞尿タンク
6 サイロ
o 200m 口所有地口側」問一・.ムー 町『・-'
第10図 1 農場の土地干IJm変化
1丹きJfll.り調査と肝外観察により{乍J&
クと iHi--泊のトラソクを n し \i拠えた.そして分娩JJ0~弁


























たように宅地の周辺にひろがる 74ha の I~I 作地のう
ち， 30 haが林地であり 2haの宅地を除く42haの
耕地のすべてで実1)(りトウモロコシが栽培されてい
た.借地でも実取りトウモロコシを栽培しており，
すでに10年関連作していた 92R長のi手豚がおり， 1 















































1994年 7月の1mき取りによると 農業4バft業者は経 j:.(45政)のみであり， )J互のIJ日吉に専念して
















模になった. 1965年以米自作地で、のi~J I=;Jο:平を進め サイロを建設し 1975年から1976年にかけて畜
舎を新築しぃjfi:舎を改造した
この12場では1980年 2)=jには16691[[の繁舶用[j:)J不がし Eたが， 1985年 8月には1300Hになり， ] 994年 7
月には1OO~f[ になった.主主件 Jl!lj出fui桔も 1980年と 1985{j三の40haと141haから， 1995:9三には93haになっ
た.ただし ]980年には94haの借地があったも 1のが 1995年には48haとなり 1994.1:三にはすべて自
作地となった.全体としてみると 経営規模を紺i小した例である









した後，実lWりトウモロコシを 3年栽塙し そして大豆を 2年栽培し，さらに実取りトウモロコシを
3年栽培してから牧草栽暗にもどるといったやや複雑なl愉作方式をとっていた.牧草には糞尿のみ，
実取りトウモロコシとミ yクストグレーンには糞尿と化成肥料がそれぞれ 1ha当り 340kgと480kgが
投入され，大豆には肥料を使用しなかった.1979年には2、200NJiのJ不を出荷して277千ドルの収益を得，





1981年には長男が経営を引き継ぐことになった.そして隣接する47ha の農j~JJ を 1983年に JWlf入して














































た. E w Jl，~ j~/j はそのよつなが日である. 1980年 1月
の1l'lき取りによると，経営主は34政で1974年に父
からどlOhaのこの炭j誌をりうけた. 1979年には












1979年における自作地の土地利用は第 12[~J に示した通りである. 2 haの宅地の外は， 18haにアル
フアルファ 20haにサイレージ用トウモロコシが栽培されていた.借地にはサイレージ用のトウモ
ロコシ12haとアルフアルファが30ha栽培されている. il命作方式としては，基本I~I<J にアルフアルファ
を6年栽倍した後トウモロコシを 3年栽培し 再びアルフアルファを植えることにしている. 1980年





械をみると， トラ yク2台 トラクタ -2台，牧草収穫機，ディスクとカルチベーターとプラウ各 1
台など，他の皮J誌と基本的に違っていないが，テラゲータと呼ばれる大型の糞尿散布機を所有してい




























牧草 3haと実取りトウモロコシを35ha栽培していた. 1991年からやぎの飼育を始め， 1t~1 人的に販売
したり，キッチナーのストックヤードへ出荷したりして， 1993年には 5千ドルの収入を得た.さらに
1994年からエミューの飼育を始めた.初年度であるので7;J~ を試験的に飼育していた.エミューは肉










あり， 1958年に経営主カf父から jえ j誌を引き紺;し 1 だ l伝子には 10 !Jft の Ii):)j~， 500:j:Jの J采mn(.~ ， 40から 60~n
の肉牛を飼養し， ミックストグレーンと小麦・大麦，牧草を~Ohaの自作地で栽指していた. 1968年
にほ:似を 50~Ji にし 密閉サイロを建設し，実取りトウモロコシを栽培しはじめた. 1971年には10ha，
1977年には8haの民地を購入した. さらに糞)示タンクをj也下にっくり，機械1文京IJ1肢をつくった.1979 
年の経営規模は98haの農地で， 65如の Ii): JJ~ と 5091' i の肉 -q二を鈍うをしていた.耕地では主に実収りトウ
モロコシを栽指していた.この当時は135千ドルの収入で， 69千ドルの必要経裂'があり， 66千ドルの
純収訴をあげていた.農業労働力は LIl~荷主 (44N長)と安(~] j設)，父 (69歳)そして臨時雇用者 (60段)
]人であった. この民場も収益性の!11Sさから， ] 983年に肉牛J己育を中i上して， さらにJ示内の1oli1各の変
動も激しいので，繁殖FIl Iヨ:豚の飼うをによる -FI経J討を中止し子JJ不を購入してH日育する経営に m:;:;1t~ し












になると減少の速度は鈍化し， 1 1三に 1万程度の農場減少になった(第 6表).農業センサスによる












1941年 ] 95111": ] 961 iT: 1971iド 1976i下 1981年 1986i[ミ 19911下
技場数(千) 178.2 149.2 12].2 94.7 88.8 82.4 72.7 68.6 
農地 mifi'i(千hal 9、060.] 8.449.9 7，518.!J 6，460.0 6司261.7 6.039.2 5.646.6 5‘451.4 
作i.J-J世[(im(千ha) 3.748.0 3.498.6 3.233.6 3、179.1 3‘506.9 3，632.7 3.458.0 3‘411.7 
:;-I~ .tり W~J詰 ílllft (ha) 51.0 56.3 61.9 68.0 70.5 73.2 77.7 79.5 
平均改良 ;)~Jilifüï Hi (ha) 30.4 34.4 40.1 46.5 50.4 54.6 56.3 56.3 
;1!1: J詩人仁1(千) 704.4 702.8 524.5 391. 7 341.1 288.7 232.8 220.3 
j;ミJjj人口ヰ':(%) 18.6 15.3 8.4 5.1 4.1 3.3 2.6 2.2 



























1921 1941 1961 
集約化という傾向は， 1長近やや変化してきて
おり， 13 Jl立場でみたように土地利用の多様化

















第13図 オンタリオ JH における主要民~r物 t!(Ji'iHlifrtの tfí:移 また， I'nオンタリオでは糞j示の処月Hと購入)J世





に， 1勾 !_jニ JJ巴育もしくは養Jl~を行う撲j:易は4 1. 7 妬から 33.2% に，そして養鶏農場は4.1% から 2.6% にか衣
少してしまった. 1960年代までオンタリオナト!の農産物販売額の80% 近くが若干産物で、，~î められていたも
のが， 1991年には60%ほどになってしまった.当然のことながら，存続した農j誌は規模を拡大し，効





オンタリオナ1'1 の全農場の7 1. 2% がMJf~ を行い， 62.4% がう邸玄に従~j手し 68.9泌が養鳴を行ってきた.
!_j二の飼養農j坊を含めると， この 4 つの斉産 I~I) III-J に関わっていた炭j~奇数は， 211.9%になる.これはす
125 
第 7表 オンタ J) オイ 1'1 の市産出場におけるれIl;~・規模のiJl、大
1951年 1961年 1971il": 1976ir 1981il: 1986年 1991 iF-
!均 q=，780tl以上飼育Jl!tJ詰 1，095 4，750 10，202 12.645 12，209 10‘476 9，957 
(0，9) (5，0) (15，9) (22，2) (25，7) (26，4 ) (28，0) 
乳牛48l}utJ、i二飼育波j劫 242 1 ，127 2，898 4，016 3，568 3，138 3.265 
(0，2) (1，5) (8，3) (17，1) (20，2) (22，4 ) (28，0) 
J手7801'[以!こ飼育出場 1，720 1. ]01 8， ]68 5、8]5 7，802 6，758 5.350 
(1. 8) (7，3) (26，6) (31. 2) (42，4) (52，3) (56，7) 
( )内はそれぞれの部門の全j足場数に IL-jめる百分率 Census of Canacla により{乍JD<:
第 8表 オンタl)コ1岨ナH における?草花氏場数と全農場に占める j~IJ 合
19511F 196111ミ i19711F 1976ir 1981il:_ l州三| 199] il": 
:rL '-1二以外の 14‘272 22‘162 29、878 29，176 29.878 25‘622 23.940 
'1二例主主 Jl!tJ詰 ( 9，4) (18，3) (30，9) (33，2) (36，2) (35.1 ) (34.9) 
内在 JI~ 1521と1 J]j 106、087 72.819 35、053 22、595 17‘637 14.025 1‘644 
(7] .2) (60.0) (37.0) (25.4 ) (21. 4 ) (]9.2) (17.0 ) 
ずξ 1不 1321£ 1 j長j 93.564 56.378 30‘626 18‘622 18.415 12.933 9.429 
(62.4 ) (16.5) (32.3) (20.9) (22.3) (17.7) (13.7) 
j;z 1t氏t，五ι分Eil 103.348 60，342 22.236 20‘629 20.675 13.936 11.22] 
(68.9) (49.7) (23.5) (23.2) (25.1 ) (] 9.1) (16.3) 
耳:芯 13長1正1 J/J 中5どy. 149.920 ]2] .333 94.722 88.801 82‘448 72、713 68.633 




10の事例農場の粗収入と必要経費，そして純収益を示したが， 1984年と 1993年を比較すると， 6つ
のj足場で減少し，増加したのは 4つの農場にすぎなかった.必要経費については， 5つの農場で減少

















地を合めた総装備の 1-'昇平がおし 1ことがわかる(第 9表). また，必要経費についても労賃と燃料費，
肥料費，薬剤費，機械fi料が特にj二←デトが若しい.
第 9表 オンタ 1)オナHのj足場における主要必要経費と装備評価額
(ドル)
1971:fj-: 1981:¥j三 1986:\~三 1991 :¥1三
j也 半i ]‘312( 1.0) 4，163(3.2) 5，957(4.5) 7.475 (5.7) 
ヲi イ民岳 3電125( 1.0) 9、869(3.2) 14，391(4.6) 23.000 (7.4 ) 
1 J箆j1古当りの
燃 ギl 1主 657(1.0) 2‘772(4.2) 5，019(7.6) 7、146 (]0.9) 
)J~ 半:1 ?そ 870( 1.0) 4‘424 (5.1 ) 5，677(6.5) 6.094 (7.6) 
主要支出
0;干、z 斉IJ 費 400( 1.0) 1.939(4.8) 3，169(7.9) 4，147 (10.4) 
長司 半:1・ 3、304(1. 0) 13，212(4.0) 15 ， 541( 4 . 7) 18，378 (5.6) 
機械借料 548( 1. 0) 1， 892( 3.5) 2‘953(5.4) 4，175 (7.6) 
] J1~ 場当りの装備総評価額 72，819(1.0) 379，429(5.2) 326，450(4.5) 593，048 (8. 1 ) 
1 I!!~ j詰当りの機保評価安f[ 9，396(1.0) 41，992(4.5) 50司827(5.4) 64司993(6.9)
がj 費 者物 {lIi 数 l 100.0 236.7 313.4 418.2 
( ) F"Jは1971ir=.を1.0とした1i({

















































この字li行では、 I~íiJ.たJ!1:J必と!夫J'I二)JとITJ1~JJ)j と養 JJ手民j誌を:'jf.例として，その:1.:.地平IJj干!と民業経のif主移
を検iH今することによって， iHオンタリオ 12業の1立近における変化をIVJかにし， そのi仁中-千十ヤ!トド苧-1にみられる品持:*続‘£ 完
(的i内ワt民ミ1業t2-発j民止兵、{のん宇1ドilJけ'1↑件lド、ヅ/
i上:げ，それぞれの民坊を1980年冬と 198511ミ辺と]991年史の 3Iliにわたって 1;別交し，そのあ1i栄をltl絞し
た. さらにj羽1見lυj地血でで、の仕裕縦j見1Z祭ミや'(行'cJバi:やJ山iれ:汁i計祁砧前i日沿訂:Jな;りfえ主部初:1イ介?な とどJで、のi山1市;日iきi取i収Xり札， J既!史先千存j長三のf:あがウJιjF
そのtあ討結ij主ti;来記長:ミ， THオンタリオー では正木!切には家政れ?;;'が続いているが， それでも大品目、誌な企業!竹中?討が
みられるようになり，近年それらや←1-_地1m発会社，外出入による民地の購入が進んでいる.家紋経?:?
のもとでは、粁il;;~' _~t~ と主;と心、 j仁が主張な労働力であり，それらを十分活用できるように炭作;支や民外
就業がキ1I.みfTわせられている.土地平IJFJの1(liで、は牧1¥:(やオート友， ミックストグレーンの減少と尖取
りトウモロコシのJNJIという傾向にj'fiJI'_めがかかり，近年大江や大友などもWiJJl1し{乍物の多様化の傾
向にある. また， M {t J}!l.;，sがi釘オンタ 1)オの )l~本であることには変りがないが，市 Jl王子市 I"J の地{立のir\:
下ftflílJ がみられる.そして， tZ業JIY入はここ 15 il三の 11\j十分にのびず，必嬰経費を ìlí lJ iJ，~することによっ
て， JIY益をl:.みHIしている.市オンタリオ良企業が抱える1立大の!!!日記は， アメリカ合衆国からの貿易自
11化のHてJによって，民:来:の;1手米を不安促するJJ.1l己がJVIJIしていることである
ここ ]5年 I I\ J の JJさ j坊の{fí~ f多の i十i に、 jJ2業の r.~:+)é.性に.通ずるいくつかの斐去がみられた.それは家政it，
;長の継続，就業の多様化，土地利用の多t，Yd仁社i介従業のによるイliil 々の 12場内の I~'j じた物 f刊!fO業
の実JL，化年:I'I<J. {tf'n(l~ .平IJil'I!J追究の民民の姿勢から/1:_めの伐を催先する安勢へのiji;換などである.
しかし このような'20玄が発反するには， JY;業からのJ!Y五五が， iむの抗出mWJと戸jじ校jLi:の水Jfで{qlび
る必~があり，この点
本1iJI:ヲどを1J"うにあたって. カナダ， グウェルフ jぷtJ也J'H':;':教主の/¥.E. Joseph +.U:， P. D. I<ecldic 教J受， 13 
Slllit;校J2. ド Dhallls 教Y2 にお I": ， iifj( こな 1) 、さらに多くの出場経'!I;i，'おーやマーケ y テイング・;);ード，従業員A.~J史 JJ)j ，
従業改 Hììí(.;え lijî' の )J 々のWJ)) を r; た.筑波大学の)守J以 fll 人以日にW.~Iズi を Hdif!した. ，ui;J交のためのiJ(JlJ {ムカナ
ダ政J{.fによる仁川λclianSlllcliωFaclIlty I<e日earchGranl 199~ (199~1r:.j主カナダliJI 究 II'IJ~X: UJJ)& 余)によった.以
上を:記してj宗く!ふ到する
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Sustainable Development of Agriculture in Southern Ontario 
Akira TABA YASHI 
A rapid increωe in agricultural procluction of aclvancecl countries since the 1960s has lecl to 
the farm-size expansion， capital intensification， increased specialization， clependence on non-
renewable resources and the marginalization of smaller units at the expense of resource and en-
vironment. In such circumstances， a sustainable development of agriculture ancl the stability of 
rural communities became most often cliscussecl in North America ancl ¥Nestern Europe in the 
1980s. Accorcling to J. Pierce (1992)， a sllstainable foocl-proclllction system is clefinecl as an agri-
foocl sector that over the 10時 -termcan simultaneously: (1) maintain 01' e山 ancee川 ironme此al
quality， (2) provicle aclequate economic ancl social rewarcls to al1 inclivicluals ancl firms in the pro-
cluction system; ancl (3) produce a sufficient ancl accessible foocl supply. The objective of this pap-
er is to depict recent changes in a griculture and to exemplify a sustainable agriculture in south-
ern Ontario mainly basecl on the examination of sample farms 
Southern Ontario is a peninsula shapecl region bounclecl by Lake Huron， Lake Erie， Lake 
Ontario ancl Ottawa Eivers， Since southern Ontario has the most favorable combination of en-
vironmental and marketing aclvantages， itenjoys various types of highly procluctive agriculture. 
130 
Since the encl of Worlcl War 1 the most operations of farms in southern Ontario have become 
mure specializecl 
Four clairy farms. a beef cattle farm. ancl five hog farms were chosen to be examinecl as sam-
ples. Procluction of livestock uccupies a central place in the agriculture of southern Ontario ancl 
much of the crop procluction is for livestock fecl. On livestock farms self-sufficiency of fecl is a 
funclamental principle. Crop rotation is wiclely practicecl ancl large amounts of manure along with 
commercial fertilizer are usecl to help retain soil fertility. I~ecently a number of crops grown in 
southern Ontario is increasing for the benefit of a suphisticatecl crop rotation. The majority of 
farms are run solely by family members. while a few farms employ seasonal labour. Although the 
size of farms is relatively small in Canaclian stanclarcl. their gruSS sales ancl net income are above 
the national average 
Ontario agriculture seellls to be sustainable. .iuclging from the continuation of family farms 
ancl Ilixecl farming operation. application of crop rotation systems basecl on several cγops. cliversi 
fiecl employment structure of farm families. ancl the change in farmers' attitucles tu seelくaquality 
of life. However、farmsin southern Ontario clo not enjoy high income. ancl farmers fel uneasy ab-






























写真 5 最近経営を拡大した B
農場のバルクタンク.
オンタリオ・ミルク・マーケ y
テイング ・ボードから 2日に 1回
集乳車がくる.経営者と息子の共
同経営である
写真6 1991年8月に建設したB
農場の新しい畜舎.
搾乳牛70頭を含めて全部で150
頭の乳午を飼育している.この農
場の耕地では牧草3年， トウモロ
コシ 2年，麦類l年という輪作が，
30年以上も続けられている.
133 
写真7 G農場の経営者ー
ここ10年間ほどかけて父親から
経営を引き継いだが，肉牛の価格
低迷により， 1994年から肉牛の品
質検査を行うことにした
写真8 G農場の看板
州政府と契約して，肉牛の品質
検査を行っている.このような農
場がオンタリオ州に10ほどある.
写真9 M農場の経営者.
大阪出身の日本人でグェルフ大
学の農学部を出て， 1970年に農場
を購入した.平均よりやや小さい
規模であるが安定した経営をおこ
なっている.
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写真10 H養豚農場のサイロと豚
&， 
口・
1985年に調査した時点では，将
来の規模拡大をめざす意欲的な経
営が行われていたが，周辺の都市
化の進行もあって，農地の一部を
高額で売却し，近いうちに養豚経
営を中止し，脱農を図ろうとして
いる.
写真" Ew農場の畜舎とサイ
ロ
手前の農地には飼料用のトウモ
ロコシが栽培されている
写真12 Ew農場のエミュー
この農場ではかつては養豚と肉
牛肥育を行っていたが，肉牛肥育
を1986年に中止した そして最近
ゃぎとエミューの飼育をはじめ
た.
